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　シンチカメラの位置分解能の解析ll
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シンチカメラ（サール、LFOV）の位置分解能を、

点線源及び線々源について測定したデータをもとに、

解析した。これについては、日医放第32回物理部会

（51年11月、横浜）で第1報を発表したが、今回さら

に詳しく検討した。

　①点線源及び線々源を測定した場合の、プロフィ

ル及びその半値巾がどうなるか。②2つの点線源及

び線々源を近づけていったとき、別々の線源と判別で

きる距離Xはどれくらいか。又、それは半値巾とどん

な関係にあるか。③点線源及び線々源をファントム

中に置いた場合、①②と比べてどうかその3つについ

て調べた。

　点線源は57C・約1．4mmφ、線々源は99mTc約1

mmを用いた。統計的誤差が無視できるように、測定の

計数値を十分大きくとった。

　①プロフィルとその半値巾

コリメータなし、高分解能、中間エネルギー用、多目

的及びコンバージングの各コリメータについて、各々

線源とコリメータ等との距離4をかえて測定した。e

が0のとき、半値巾は約7㎜であった。シンチカメラ

固有の分解能に関係する半値巾、コリメータに関係す

る半値巾と、両方合成した半値巾はどんな関係式にな

るか、測定値及びプロフィルの関数をもとに求めた。

プロフィルは、4が小さい程ガウス関数に近く、eが
大きくなると三角形に近くなる。

　②2個の点線源及び線々源の判別

2個の点線源及び線々源を、X線フイルム、ポラロイ

ドフイルム及びシンチパックにデータをとったときに、

別々の線源に判別できる距離エを調べた。大体、Xは

半値巾に近い値であった。さらに詳しく、次の事を検

討した。シンチ・x°ックのデータを64×64でとったとき

と、128×128でとったときとはどう違うか。又、①

で求めたプロフィルの関数を用いて、情報処理した場

合はどうか。Xと半値巾は近い値であるが、厳密にい

うとどれくらい違うか。

　③ファントム中に線源があるとき

線源がファントム中にあるときは、空気中にあるとき

に比べ、プロフィル及びその半値巾がどうなるか、測

定した。
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動態測定を目的とするRCTの検討
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Rlトレーサーの体内分布の横断像を測定
するRCT（RADIoNucLIDE　CoMPuTED　ToMoGRAPHY）は

X線CTに比べ，ガンマ線の吸収の補正法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ計数値の統計誤差の増大．検出器によるボケの

増大等の基本的な困難を有する。我々は動態

測定を目的とするRCT実現のためにコンピュ
ー タシミュレーションを行いRCT　に適した
像復元アルゴリズム及ぴ動態測定の可能性に
ついての基礎的な検討を既に報告した。今回
は更にオートフルオロスコープを用いたフア
ントム実験を試み、コンピュータシミュレー
ションによる基本的特性との比較検討を行っ
たのでその結果を報告する。
　今回の測定法はフアントム実験であるため
被験体を検出器の前で回転する方法をと⇔た。

オートフルオロスコープは検出器面を垂直に
位置させe’・　21列x14行のモザイク面が横長に

なるように配置した。コリメータには厚さ10
CMの平行孔コリメータを用い、深さ方向の立
体角による感度不均一性を改善すると同時に
深部の平面分解能の劣化を軽減した。フアン

トムは検出器より一定の距離を隔てJ検出器
面に平行でかつフアントムのほS’中央に位置
　　　　　する軸を中心に回．転するようにした。一定の

回転角度毎にデータ収集を行ないJサンプリ
ング角度は任意に設定できるようにした。一
次元投影像の横方向のサンプリング間隔は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ基本的には最小lCM間隔であるが．フアント
ムの回転軸を検出器面に平行移動することに
より任意のサンプリング間隔で測定できるよ
うにした。

　測定データは各横断面毎に一次元投影像と
して編集した後に像復元アルゴリズムに入力
した。像復元アルゴリズムは遂次近似法を中
心に試みており’現在・改良を重ねつつある。

種々のサンプリング条件における像復元を行
い，サンプリング角度と像復元誤差との関係
サンプリング間隔と分解能の関係及び信号雑
音比などを調べ，像復元に必要な測定時間を
最小にするような最適サンプリング条件の
検討を試みた。
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